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運用報告書（全体版） 
第209期（決算日 2024年５月13日）第211期（決算日 2024年７月12日）第213期（決算日 2024年９月12日）

第210期（決算日 2024年６月12日）第212期（決算日 2024年８月13日）第214期（決算日 2024年10月15日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「世界のサイフ」は、2024年10月15日に第214期の決算を行ないましたので、第209期から第214期の運
用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2006年12月15日から2026年10月13日までです。 

運 用 方 針 

主として投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法

人または外国投資法人の投資証券をいいます。）に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして

運用を行ないます。 

主要運用対象 

「マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券 

「マネー・マーケット・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への直接投資は行ないません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと

をめざします。 

 

＜140813＞ 

世界のサイフ 
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【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

185期(2022年５月12日) 1,756 10 △1.0 － 98.7 13,597 

186期(2022年６月13日) 1,822 10 4.3 － 98.2 13,954 

187期(2022年７月12日) 1,753 10 △3.2 － 98.5 13,219 

188期(2022年８月12日) 1,760 10 1.0 － 98.4 13,153 

189期(2022年９月12日) 1,832 10 4.7 － 98.5 13,577 

190期(2022年10月12日) 1,784 10 △2.1 － 98.5 13,105 

191期(2022年11月14日) 1,788 10 0.8 － 98.5 13,037 

192期(2022年12月12日) 1,758 10 △1.1 － 98.4 12,777 

193期(2023年１月12日) 1,736 10 △0.7 － 98.5 12,543 

194期(2023年２月13日) 1,719 10 △0.4 － 98.5 12,330 

195期(2023年３月13日) 1,749 10 2.3 － 98.5 12,472 

196期(2023年４月12日) 1,750 10 0.6 － 98.5 12,465 

197期(2023年５月12日) 1,774 10 1.9 － 98.5 12,579 

198期(2023年６月12日) 1,868 10 5.9 － 98.5 13,056 

199期(2023年７月12日) 1,888 10 1.6 － 98.5 13,026 

200期(2023年８月14日) 1,929 10 2.7 － 98.5 13,207 

201期(2023年９月12日) 1,913 10 △0.3 － 98.5 13,004 

202期(2023年10月12日) 1,921 10 0.9 － 98.5 12,954 

203期(2023年11月13日) 1,958 10 2.4 － 98.7 13,081 

204期(2023年12月12日) 1,933 10 △0.8 － 98.1 12,780 

205期(2024年１月12日) 1,952 10 1.5 － 98.2 12,698 

206期(2024年２月13日) 1,973 10 1.6 － 98.3 12,471 

207期(2024年３月12日) 1,955 10 △0.4 － 98.3 12,172 

208期(2024年４月12日) 2,027 10 4.2 － 98.3 12,503 

209期(2024年５月13日) 2,063 10 2.3 0.1 98.3 12,619 

210期(2024年６月12日) 2,059 10 0.3 0.1 98.2 12,471 

211期(2024年７月12日) 2,102 10 2.6 0.1 98.2 12,624 

212期(2024年８月13日) 1,919 10 △8.2 0.1 98.3 11,414 

213期(2024年９月12日) 1,830 10 △4.1 0.1 98.2 10,848 

214期(2024年10月15日) 1,939 10 6.5 0.1 98.5 11,433 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 複数の投資信託に分散投資を行なうため、適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第209期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2024年４月12日 2,027 － － 98.3 

４月末 2,068 2.0 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年５月13日 2,073 2.3 0.1 98.3 

第210期 

(期  首)     

2024年５月13日 2,063 － 0.1 98.3 

５月末 2,093 1.5 0.1 98.7 

(期  末)     

2024年６月12日 2,069 0.3 0.1 98.2 

第211期 

(期  首)     

2024年６月12日 2,059 － 0.1 98.2 

６月末 2,091 1.6 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年７月12日 2,112 2.6 0.1 98.2 

第212期 

(期  首)     

2024年７月12日 2,102 － 0.1 98.2 

７月末 1,991 △5.3 0.1 98.7 

(期  末)     

2024年８月13日 1,929 △8.2 0.1 98.3 

第213期 

(期  首)     

2024年８月13日 1,919 － 0.1 98.3 

８月末 1,912 △0.4 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年９月12日 1,840 △4.1 0.1 98.2 

第214期 

(期  首)     

2024年９月12日 1,830 － 0.1 98.2 

９月末 1,892 3.4 0.1 98.5 

(期  末)     

2024年10月15日 1,949 6.5 0.1 98.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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○運用経過 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年４月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、世界の短期債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収

益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動

要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・利回りの高い現地通貨建て短期債券への投資により利息収入を得たこと。 

・イギリスポンドなどポートフォリオの組入れ通貨の一部が対円で上昇したこと。 

・メキシコ、コロンビア、米国などの債券市場が好調に推移したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・当ファンドの基準通貨である円が主要通貨に対して上昇するなか、メキシコペソ、コロンビアペソ、カナダ

ドルなど、ポートフォリオの組入れ通貨の一部が対円で下落したこと。  

作成期間中の基準価額等の推移 
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（海外短期金利市況） 

2024年第１－３四半期は、世界的に金融政策が緩和方向へと大きく方向転換しました。米国連邦準備制度理

事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）などの中央銀行は、経済成長やインフレに対する懸念を受けて、利

下げを開始しました。期間中の世界経済は、底堅さの兆しが見られる地域がある一方、経済成長の減速に直面

した地域もあるなど、国や地域によってまちまちとなりました。インフレ率は、米国やユーロ圏などの主要地

域を中心に鈍化の兆しが見られ、各国の中央銀行は金融政策の緩和を進めました。 

ＦＲＢは2024年９月に利下げサイクルを開始し、政策金利の指標であるフェデラルファンド（ＦＦ）金利の

誘導目標を0.50％引き下げました。ＥＣＢはＦＲＢに先駆けて利下げを開始しましたが、今後も追加利下げを

実施する可能性を示しました。一方、日銀は2024年７月に市場の予想外となる政策金利の引き上げを実施しま

した。日銀の政策金利の引き上げを受けて、円は主要通貨に対して大幅に上昇する一方、アメリカドルはＦＲＢ

の利下げを受けて、主要通貨に対して下落しました。米国国債利回りは、金融政策の緩和を受けて総じて低下

（債券価格は上昇）しました。 

2024年第４四半期を見通すと、各国の中央銀行は金融緩和を継続すると予想されますが、経済指標やインフ

レ動向によってペースは異なるとみられます。世界経済は成長が続く可能性が高いものの、ペースは地域に

よってばらつきが見られるかもしれません。市場のボラティリティ（変動性）については、地政学的緊張の継

続や貿易摩擦、経済の不透明感などにより継続することが予想されます。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.08％近辺から、日銀が2024年７月の金融政策決定会合において

政策金利を引き上げたことなどから、0.23％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.00％近辺から、日銀による利上げなどを受けて上昇

したものの、0.00％近辺で期間末を迎えました。 

 

  

投資環境 
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（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券を高位に組み入れ、

「マネー・マーケット・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 
（マルチカレンシーファンド クラスＢ） 

利回り水準の比較的高い通貨の短期金融資産への投資を継続しました。各国のファンダメンタルズ（経済の

基礎的条件）分析や、通貨ごとの短期金融資産の流動性など、各通貨のリスクを勘案し、投資対象通貨の選別

を実施しました。ＦＲＢ、ＥＣＢ、日銀などの主要中央銀行の金融政策運営については、世界の債券利回りや

当ファンドの投資先通貨のパフォーマンスに影響を及ぼすことから、動向を引き続き注視しています。 

期間末時点では、イギリスポンド、ニュージーランドドル、カナダドル、メキシコペソ、オーストラリアド

ル、アメリカドル、ノルウェークローネ、ポーランドズロチ、チリペソ、コロンビアペソ建ての短期債券に分

散投資を行なっています。 

 
（マネー・マーケット・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第209期 第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 

2024年４月13日～ 
2024年５月13日 

2024年５月14日～ 
2024年６月12日 

2024年６月13日～ 
2024年７月12日 

2024年７月13日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月12日 

2024年９月13日～ 
2024年10月15日 

当期分配金 10  10  10  10  10  10  

(対基準価額比率) 0.482％ 0.483％ 0.473％ 0.518％ 0.543％ 0.513％ 

 当期の収益 5  4  5  4  4  5  

 当期の収益以外 4  5  4  5  5  4  

翌期繰越分配対象額 1,807  1,802  1,797  1,792  1,786  1,782   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「マルチカレンシーファンド クラスＢ」受益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・マー

ケット・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（マルチカレンシーファンド クラスＢ） 

米国では、良好な消費者物価指数（ＣＰＩ）データが相ついで発表されており、消費者物価のディスインフ

レ（物価上昇率の鈍化）傾向が維持されていることが示唆されています。2024年８月のＣＰＩ総合指数の上昇

率は前年同月比2.5％に鈍化し、ＦＲＢが重視するインフレ指標であるコア個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数

の上昇率は前月からほぼ横ばいの前年同月比2.7％となりました。経済シンポジウム「ジャクソンホール会議」

での「政策を調整する時が来た」というパウエルＦＲＢ議長のコメントを踏まえ、ＦＲＢは９月の米国連邦公

開市場委員会（ＦＯＭＣ）で0.50％の利下げを決定しました。これは、今回の金融緩和サイクルにおける最初

の利下げとなります。ＦＲＢは低失業率のまま米国経済のソフトランディングを維持することに取り組んで

いることから、利下げを継続する可能性が高いとみています。2024年４－６月期の米国の国内総生産（ＧＤＰ）

成長率の改定値が年率換算で前期比3.0％増と速報値から上方修正されるなど、米国経済の成長は堅調に推移

しており、市場の関心は労働市場のパフォーマンスに移っています。７月の失業率は4.3％に上昇しており、

失業率の過去３ヵ月平均の値が、過去12ヵ月の最低値を0.5％上回ると景気後退が示唆されるとする「サーム・

ルール」に抵触しています。米国の労働市場は、コロナ禍以降、移民や労働供給ショックによって変化してき

ましたが、失業率の上昇は経済活動の低下と一致しており、失業率の上昇が閾値を超えると、景気後退入りの

リスクが高まり失業率が大幅に上昇し続ける傾向があるという「サーム・ルール」のロジックは損なわれてい

ません。 

11月の米大統領選挙は接戦の様相を強めており、中西部と南部サンベルトの激戦州が大統領選挙の結果を

左右するとみられています。米国では、現在、共和党が下院で僅差の過半数を占め、民主党が上院で多数派を

維持する「ねじれ議会」となっています。11月の大統領選挙にあわせて、34州で連邦議会上院選挙が実施され

ることから、両選挙の結果が、「トランプ減税」が2025年末に期限を迎えることや、中国との貿易摩擦が続い

ていることを踏まえると、米国議会での税制や関税政策を巡る議論にも影響を及ぼすことになるとみていま

す。米国議会上下院は、予算切れによる政府機関の一部閉鎖を回避するために、連邦政府の現在の裁量的支出

水準を12月20日まで維持することを可能にするつなぎ予算案を超党派で可決しましたが、新たな税法が制定

されなければ、経済成長の足を引っ張るリスクを冒すことになるとみています。ＦＲＢは、デュアル・マン

デートである「物価の安定」と「雇用の最大化」の両面におけるリスクに注意を払うとしており、９月のＦＯＭＣ

で0.50％の大幅な利下げに踏み切ったことに続いて、年内２回の会合（11月と12月）でも利下げを継続すると

考えられます。米国の政策金利に対する市場の観測を示す翌日物金利スワップ（ＯＩＳ）市場は、2025年も追

加利下げが実施される可能性を織り込みつつあります。 

欧州では、金融環境の引き締まった状態が続いていますが、緩和の兆しも見られており、実質利回りは大幅

に低下しています。足元の経済指標は市場予想を下回るやや弱い内容となっています。2024年９月のユーロ圏

の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の速報値では、サービス業ＰＭＩが50.5まで大幅に低下したことが主因とな

り、総合ＰＭＩが市場コンセンサスや前月を大幅に下回り48.9に悪化し、景気拡大・縮小の分かれ目となる50

を割り込んだことが示されました。９月の製造業ＰＭＩは前月から概ね横ばいとなりましたが、依然として景

気縮小圏に大きく沈んでいます。ユーロ圏の鉱工業景況感指数には引き続きストレスの兆候が見られていま

す。その一方で、インフレ見通しの改善や、賃金の伸びが引き続き堅調に推移するなかで実質可処分所得が増
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加していることを反映して、消費者の期待と購買意欲が正常化に向かいつつあるように思われます。期待イン

フレ率や現時点でのインフレ率の継続的な低下を踏まえ、ＥＣＢは９月の理事会で、大方の予想通り、預金

ファシリティ金利を3.75％から3.50％に引き下げることを決定しました。短期金利市場では、年内残り２回の

会合（10月と12月）で追加利下げが決定されることが織り込まれつつあります。 

英国では、ＰＭＩは景気拡大圏にあり、小売売上高は増加し、インフレ率はイングランド銀行（ＢＯＥ）の

目標近辺で推移するなど、各種経済指標で英国経済が勢いを増し、経済活動が着実に拡大していることが示さ

れています。2024年８月のＣＰＩの総合指数の上昇率は、前月から横ばいの前年同月比2.2％にとどまりまし

た。その一方で、サービス指数の上昇率は７月から伸び率が拡大し前年同月比5.6％となりました。ＢＯＥは

ハト派（景気に対して弱気）的バイアスを維持していますが、９月の金融政策委員会（ＭＰＣ）では、８対１

の票決で政策金利を5.0％に据え置くことを決定しました。ＭＰＣは、インフレリスクに関して、これまで重

視してきた家賃、サービス、賃金という３つのデータポイント以外にも目を向け、より全体的な視点から捉え

るようになっています。労働市場は鈍化しつつありますが、サービスインフレは依然として健全なペースで推

移しており、追加利下げを決定する緊急性は低いとみています。スターマー首相とリーブス財務相は、2024年

度（2024年４月６日～2025年４月５日）の予算超過によって前保守党政権が残した220億イギリスポンドに上

る財源不足を埋め合わせるために10月に発表する秋季予算案には厳しい決断を織り込むことが必要となって

います。鉄道や道路の計画の一部取りやめや、効率化による費用削減など一部の施策は既に公表されていま

す。ＢＯＥは、最近発表された公共部門の賃上げによる景気拡大の影響と、労働党新政権が発表する予定の秋

季予算案を見極めるために、９月のＭＰＣでは様子見姿勢をとりました。ＯＩＳ市場では、年末までの利下げ

に加えて2025年の利下げ継続が織り込まれています。 

オーストラリアでは、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）が2024年９月の定例理事会で市場予想通り政策金

利を据え置くことを決定しており、今後の政策判断については柔軟に対応し、経済指標のデータ次第であると

いうスタンスを強調しました。定例理事会の議事要旨では、現段階ではＲＢＡが追加利上げを検討していない

ことが明確に示されており、ＲＢＡの次の一手は利下げになる可能性が高いことが示唆されました。短期金利

市場では、12月の理事会で利下げが決定される可能性がある程度は織り込まれているものの、利下げ開始のタ

イミングは不透明なままとなっています。こうした状況下で、市場金利や実質金利が小幅に低下するなど、金

融環境は緩和傾向に向かっています。８月のＰＭＩでは、サービスセクターの経済活動が著しく改善したこと

を受けて、総合ＰＭＩは景気の拡大・縮小の分岐点である50を上回り、再び景気拡大圏に浮上しています。小

売売上高も回復基調にあり８月は前月比0.7％増となりました。政府による個人所得税の減税や幅広い生活費

支援策により家計可処分所得が増加したことが、８月の個人消費を下支えする要因となった可能性が高いと

思われます。８月の雇用統計は市場の期待に応える内容となっており、失業率が前月から横ばいの4.2％にと

どまるなかで、雇用者数は前月比約４万7,500人増加し、市場コンセンサスを大幅に上回りました。しかし、

８月の雇用者数の増加はパートタイム雇用の増加によるものでフルタイム雇用は減少しており、労働参加率

は前月と横ばいとなっています。８月のＣＰＩの上昇率は前年同月比2.7％となり、前月から大幅に鈍化しま

した。 

ニュージーランドでは、10年債実質利回りが依然として高止まりするなど金融環境が引き締まっているも

のの、緩和の兆候が見られています。2024年４－６月期のＧＤＰ成長率は前期比0.2％減となり、市場コンセ

ンサスをやや上回りましたが、ディスインフレの進行と一致して、全体的な景気の勢いは依然として非常に弱

い状況にあります。同様に、2024年８月のＰＭＩは前月を小幅に上回りましたが、全体的に依然として非常に

抑制された水準にあります。2024年４－６月期の雇用統計では、労働参加率の上昇や雇用者数の予想外の増加

とともに、民間部門の賃金の伸びも市場予想を小幅に上回る一方で、2024年４－６月期の失業率は4.6％とな

り、１－３月期から上昇しました。インフレに関しては、総合ＣＰＩの上昇率や貿易財のインフレ率が低下し

ている一方で、非貿易財のインフレ率は依然として高止まりしています。民間シンクタンクであるニュージー
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ランド経済研究所（ＮＺＩＥＲ）の2024年４－６月期景況感調査（ＱＳＢＯ）では、生産能力の制約や価格圧

力がディスインフレ方向に向かっていることが示されており、ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）にとっ

て歓迎すべき材料となるとみています。市場では、ＲＢＮＺが年内残り２回の会合（10月と11月）で追加利下

げを実施するとの予想が織り込まれています。 

ノルウェーでは、ノルウェー銀行（中央銀行）が2024年９月の金融政策決定会合で政策金利を4.5％のまま

に据え置くことを決定しました。ノルウェー銀行によるインフレ見通しの評価を踏まえれば、政策金利は、年

内は現行水準に据え置かれ、2025年の１－３月期から徐々に引き下げられる可能性が高いとみられます。イン

フレはピークから大幅に低下し、８月のインフレ率は前年同月比2.6％となっていますが、依然として中央銀

行のインフレ目標を上回っています。ここ数ヵ月に見られた急激なディスインフレはノルウェークローネ安

や高水準の事業コストによって抑制されることになる可能性があります。ノルウェー経済の成長率は、2023年

は低水準にとどまり、2024年も低迷を続けています。2024年４－６月期のノルウェー本土（石油・ガス生産を

除く）ＧＤＰ成長率は前年同期比でわずか0.1％増にとどまっており、また１－３月期のＧＤＰ成長率は下方

修正されています。高インフレと金利上昇が家計の購買力低下や消費の減少を招き、住宅建設が減少していま

す。現在のところ、ノルウェーの経済活動は主に公共部門の需要と石油産業への大規模な投資によって下支え

されています。 

カナダでは、経済見通しが強弱入り混じる状況となっています。株価の反発、債券利回りや市場金利の低下、

カナダ銀行（中央銀行）のバランスシート縮小による影響の軽減、マネーストック（市中に流通する通貨量）

の小幅な増加などを背景に、金融状況が緩和しつつあります。2024年４－６月期のＧＤＰ成長率は年率換算で

前期比2.1％増となり、市場予想を上回る良好な結果となりましたが、詳細を見てみると、４－６月期の成長

率が予想外に上振れした要因は政府支出の増加などであるとみられます。また、カナダ経済の成長エンジンで

ある個人消費が高金利の影響を受けて鈍化しています。８月の雇用者数は前月比約２万2,100人増加していま

すが、主にパートタイム雇用者数が増加した一方で、フルタイム雇用者数は著しく減少しています。雇用の伸

びが労働力人口の増加に追いつかないなかで、力強い人口増加を背景に８月も失業率が上昇しています。イン

フレは緩和しつつあり、８月の総合ＣＰＩの上昇率は前年同月比2.0％に低下しています。インフレ見通しの

改善を踏まえて、カナダ銀行は2024年９月の金融政策決定会合で0.25％の利下げを決定しており、年内残り２

回の会合（10月と12月）でさらなる追加利下げを実施すると予想されています。 

新興国市場では、現地通貨建て新興国債券を中心に慎重ながら前向きな見方をしています。ＦＲＢが2024年

９月のＦＯＭＣで0.50％の大幅な利下げに踏み切ったことによって、ＦＲＢの緩和サイクル入りが決定的に

なったという強力なメッセージが市場に送られました。ＦＲＢによる利下げ開始決定に追随して、南アフリカ

やインドネシアを含む複数の新興国の中央銀行も利下げに踏み切りました。チリ、ハンガリー、メキシコなど、

既に利下げを行なっている新興国の中央銀行は、米国金利の低下やアメリカドル安など外部環境が改善する

なかで、さらなる政策金利の引き下げを継続しています。中国では経済活動が急激に低迷し、株式市場が落ち

込むなかで、中国当局は、中国人民銀行（ＰＢＯＣ）と金融規制当局が合同記者会見で発表した大型景気刺激

策の実施により景気悪化に歯止めをかけるために協調して取り組む方針を示しました。この景気刺激策は、金

利引き下げ、流動性の供給、株式市場の支援策などから構成され、具体的には、主要短期金利の一つである７

日物リバースレポ金利を0.20％引き下げること、市中銀行の預金準備率を0.50％引き下げること、既存住宅

ローンの金利を平均で0.50％引き下げることなどが含まれています。強力な金融緩和政策の実施によって、中

国経済の成長低迷を急速に回復させる必要があるとの中国政府の思惑が浮き彫りになっています。中国の動

きによって、コモディティに対する需要が世界的に改善するとの期待の高まりを背景に複数のコモディティ

関連通貨が力強いパフォーマンスを示しました。しかし、足元で中東地域の地政学的紛争が激化していること

で、今後のリスクセンチメントの見通しに不透明感が強まっています。今のところ、中東の紛争は中東地域内

に限定されると予想されていますが、より広範な地域への波及は依然としてテールリスク（確率は低いが、発
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生すると大きな損失を出すリスク）として存在しています。 

引き続き、利回り水準の比較的高い通貨の短期金融資産に投資を行なう方針です。また、各国のファンダメ

ンタルズ分析に加え、様々な通貨建ての短期金融資産の流動性を調査し、それらへの投資についても検討を行

なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・マーケット・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は原則として、わが国

の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金

銭信託などに投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

項 目 
第209期～第214期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 7  0.364  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (2)  (0.084)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (5)  (0.252)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (1)  (0.028)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.023   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (0)  (0.020)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 7   0.387    

作成期間の平均基準価額は、2,007円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.12％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

 

 

銘 柄 
第209期～第214期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
マルチカレンシーファンド クラスＢ 229,659 38,169 4,270,794 737,803  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第209期～第214期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・マーケット・マザーファンド 432 438 1,574 1,597 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年４月13日～2024年10月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2024年10月15日現在) 

 

銘 柄 
第208期末 第214期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

マルチカレンシーファンド クラスＢ 70,813,823 66,772,688 11,264,552 98.5 

合 計 70,813,823 66,772,688 11,264,552 98.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第208期末 第214期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 12,061 10,919 11,082 
 
（注） 親投資信託の2024年10月15日現在の受益権総口数は、18,782千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年10月15日現在) 

項 目 
第214期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,264,552 97.8 

マネー・マーケット・マザーファンド 11,082 0.1 

コール・ローン等、その他 240,499 2.1 

投資信託財産総額 11,516,133 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第209期末 第210期末 第211期末 第212期末 第213期末 第214期末 

2024年５月13日現在 2024年６月12日現在 2024年７月12日現在 2024年８月13日現在 2024年９月12日現在 2024年10月15日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 12,699,007,469   12,548,620,112   12,704,029,639   11,489,728,115   10,929,959,916   11,516,133,450   

 コール・ローン等 286,294,969   285,944,107   289,030,767   260,362,575   260,347,254   240,496,550   

 投資信託受益証券(評価額) 12,400,475,800   12,250,438,101   12,402,760,982   11,217,698,692   10,658,185,316   11,264,552,489   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 12,236,066   12,237,272   12,237,272   10,988,521   11,081,777   11,082,869   

 未収入金 －   －   －   676,628   343,876   －   

 未収利息 634   632   618   1,699   1,693   1,542   

(B) 負債 79,828,689   76,648,500   79,036,117   74,972,426   81,483,136   82,518,328   

 未払収益分配金 61,165,267   60,583,307   60,049,489   59,493,943   59,280,093   58,968,064   

 未払解約金 8,428,791   5,612,158   8,231,761   4,252,552   11,486,127   11,572,334   

 未払信託報酬 7,588,257   7,442,817   7,383,197   7,486,732   6,656,614   7,245,858   

 その他未払費用 2,646,374   3,010,218   3,371,670   3,739,199   4,060,302   4,732,072   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,619,178,780   12,471,971,612   12,624,993,522   11,414,755,689   10,848,476,780   11,433,615,122   

 元本 61,165,267,263   60,583,307,272   60,049,489,556   59,493,943,279   59,280,093,254   58,968,064,589   

 次期繰越損益金 △48,546,088,483   △48,111,335,660   △47,424,496,034   △48,079,187,590   △48,431,616,474   △47,534,449,467   

(D) 受益権総口数 61,165,267,263口 60,583,307,272口 60,049,489,556口 59,493,943,279口 59,280,093,254口 58,968,064,589口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,063円 2,059円 2,102円 1,919円 1,830円 1,939円 
 

（注） 当ファンドの第209期首元本額は61,680,802,173円、第209～214期中追加設定元本額は936,865,197円、第209～214期中一部解約元本額

は3,649,602,781円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第209期0.2063円、第210期0.2059円、第211期0.2102円、第212期0.1919円、第213期0.1830円、第214期0.1939

円です。 

（注） 2024年10月15日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は47,534,449,467円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第209期 第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 

2024年４月13日～ 
2024年５月13日 

2024年５月14日～ 
2024年６月12日 

2024年６月13日～ 
2024年７月12日 

2024年７月13日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月12日 

2024年９月13日～ 
2024年10月15日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 35,281,518   34,788,167   34,423,736   34,014,873   33,818,131   33,590,614   

 受取配当金 35,266,963   34,775,196   34,410,125   33,988,673   33,784,453   33,551,704   

 受取利息 14,555   12,971   13,611   26,200   33,678   38,910   

(B) 有価証券売買損益 253,537,691   6,322,162   295,964,572   △ 1,058,938,144   △   492,700,551   675,345,372   

 売買益 254,205,990   8,056,988   298,069,701   7,901,638   600,750   678,141,567   

 売買損 △       668,299   △     1,734,826   △     2,105,129   △ 1,066,839,782   △   493,301,301   △     2,796,195   

(C) 信託報酬等 △     8,006,813   △     7,853,348   △     7,790,440   △     7,899,686   △     7,023,779   △     7,958,582   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 280,812,396   33,256,981   322,597,868   △ 1,032,822,957   △   465,906,199   700,977,404   

(E) 前期繰越損益金 △19,965,489,976   △19,509,205,589   △19,305,122,149   △18,808,559,925   △19,784,679,821   △20,157,902,814   

(F) 追加信託差損益金 △28,800,245,636   △28,574,803,745   △28,381,922,264   △28,178,310,765   △28,121,750,361   △28,018,555,993   

 (配当等相当額) (   8,018,082,894)  (   7,949,300,524)  (   7,888,271,815)  (   7,824,132,255)  (   7,802,387,057)  (   7,767,507,797)  

 (売買損益相当額) (△36,818,328,530)  (△36,524,104,269)  (△36,270,194,079)  (△36,002,443,020)  (△35,924,137,418)  (△35,786,063,790)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △48,484,923,216   △48,050,752,353   △47,364,446,545   △48,019,693,647   △48,372,336,381   △47,475,481,403   

(H) 収益分配金 △    61,165,267   △    60,583,307   △    60,049,489   △    59,493,943   △    59,280,093   △    58,968,064   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △48,546,088,483   △48,111,335,660   △47,424,496,034   △48,079,187,590   △48,431,616,474   △47,534,449,467   

 追加信託差損益金 △28,800,245,636   △28,574,803,745   △28,381,922,264   △28,178,310,765   △28,121,750,361   △28,018,555,993   

 (配当等相当額) (   8,018,082,894)  (   7,949,300,524)  (   7,888,271,815)  (   7,824,132,255)  (   7,802,387,057)  (   7,767,507,797)  

 (売買損益相当額) (△36,818,328,530)  (△36,524,104,269)  (△36,270,194,079)  (△36,002,443,020)  (△35,924,137,418)  (△35,786,063,790)  

 分配準備積立金 3,038,838,603   2,969,980,362   2,908,363,841   2,839,244,880   2,790,182,144   2,743,551,483   

 繰越損益金 △22,784,681,450   △22,506,512,277   △21,950,937,611   △22,740,121,705   △23,100,048,257   △22,259,444,957   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2024年４月13日～2024年10月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年４月13日～ 
2024年５月13日 

2024年５月14日～ 
2024年６月12日 

2024年６月13日～ 
2024年７月12日 

2024年７月13日～ 
2024年８月13日 

2024年８月14日～ 
2024年９月12日 

2024年９月13日～ 
2024年10月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 34,303,500円 28,142,978円 33,612,316円 26,115,808円 26,795,108円 33,214,216円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 8,018,082,894円 7,949,300,524円 7,888,271,815円 7,824,132,255円 7,802,387,057円 7,767,507,797円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 3,065,700,370円 3,002,420,691円 2,934,801,014円 2,872,623,015円 2,822,667,129円 2,769,305,331円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 11,118,086,764円 10,979,864,193円 10,856,685,145円 10,722,871,078円 10,651,849,294円 10,570,027,344円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,817円 1,812円 1,807円 1,802円 1,796円 1,792円 

g. 分配金 61,165,267円 60,583,307円 60,049,489円 59,493,943円 59,280,093円 58,968,064円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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○分配金のお知らせ  

 第209期 第210期 第211期 第212期 第213期 第214期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年４月13日から2024年10月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



種類・項目
マルチカレンシーファンド クラスＢ
ケイマン籍円建外国投資信託

運用の基本方針
基本方針 利子収入などを中心とする安定的な収益の獲得をめざします。
主な投資対象 世界の短期債券（国債、政府機関債、政府保証債、国際機関債、社債、ＡＢＳ、コ

マーシャル・ペーパーなど）を主要投資対象とします。
投資方針 ・経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）加盟国（これらに準ずる国を含みます。）の通貨の中

から金利が高い通貨を10程度選別し、それらの短期債券市場に投資します。
・投資対象通貨は、原則として年２回程度見直します。
・外貨建資産については、原則として為替ヘッジは行ないません。

主な投資制限 ・株式への投資は行ないません。
・外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

収益分配 原則として毎月６日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対して年率0 . 25405％程度（国内における消費税等相当額はかかりませ

ん。）
※上記の信託報酬率は、当該投資信託証券の純資産総額が1 , 300億円の場合の概算
値です。（１米ドル＝117円として計算）
※信託報酬は、純資産総額に定率（年率0 . 25％～0 . 27％）を乗じて得た額と、固定
報酬として年額5 , 000米ドル（純資産総額に対し年率0 . 00045％相当）を合計した額
です。

※純資産総額や為替相場などによって上記の信託報酬率は変動します。
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費

用、法律顧問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2106年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日
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